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その1補助事業の具体的取組内容
[事業の背景・目的]

【当社の主な事業と業界の動向】
　以下、赤字部は作成後削除のこと
(1) 自社の事業　
 (2) 自社の商品・サービス
当社の事業は、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊である。
主要な製品は、○○、□□、△△である。
製品の説明

必要であれば写真を添付する。(図1　参照)など
【主な顧客】
(4) 顧客
(5) 顧客の要求・ニーズ
主な顧客は、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊である。
顧客のニーズは、＊＊＊＊＊
【当社の強み】
(3) 自社の強み
当社の強みは、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊である。
【当社の経営課題と本事業で行なうこと】
(6) 事業課題（経営課題）
従来は○○の強みから順調に業績を伸ばしてきたが、＊＊＊＊のため＊＊＊＊＊という課題がある。
(7) 解決方法
この課題を解決するために、○○の設備を導入する。
(8) 今までの取組と異なる点
これは従来の設備と比較して○○の点が異なる。
(10) 顧客のメリット
これにより顧客には○○のメリットがある。
【導入する設備】(あるいは新たに開発する製品、orサービス)
設備の簡単な説明、特徴、仕様
必要であれば装置の写真を添付する。(図2　参照)

[実施のための体制・技術的能力の現状]

【課題解決のための技術的能力と社内体制】
　(26) 社内体制
記入例
・本事業は、○○総責任者としたプロジェクトを組織し、開発責任者は、＊＊＊が担当する。
総責任者　：　＊＊＊　　　　開発責任者　　：　＊＊＊

開発従事者：　＊＊＊　　　　経理部門責任者：　＊＊＊

あるいはプロジェクトの組織図を記載する。
　(27) 技術的能力
・自社の技術的能力の現状
	氏名
	役職
	開発の担当内容
	関連する経歴・資格

	
	
	
	年

	
	
	
	年

	
	
	
	年


 (必要に応じて、技術的能力を文章で補足)
記載例
・事務処理能力面
本事業の日程管理・進捗は、＊＊＊＊が計画に対する進捗管理を行う。
本事業に関わる費用は、経理担当の＊＊＊＊が専任し、個別に集計し管理する。
【課題解決のための体制（社外）】
(28) 社外体制
社外体制図の記載例

(こういった図を添付すると社外体制が分かりやすい)
· ●（申請者）は、＊＊＊＊

· ○(株) は、＊＊＊＊

· □(株) は、＊＊＊＊
必要に応じて、図を添付する。
(各社の役割を1行程度で簡潔に記述)
[試作品の開発等における技術的な課題、解決方法、具体的な目標、優位性]

○○を設備して、当社の事業課題を解決するためには、以下の技術的課題がある。
< 技術的な課題 >　
　(11) 技術的課題
< 解決方法  >
　(12) 解決方法
< 具体的な目標(定量的・定性的) >
(13) 具体的な目標(定量的・定性的)
(数値化した定量的な目標値が提示できない場合は、限度見本、サンプルなどを用いた定性的な判断基準を記載する。)
< 優位性  >
　(14) 優位性
例文　
○○を達成することで、□□の点で競合に対して優位となる。
追記　(最後に以下の文章を入れることで革新的な取組を強調)
本事業は、○○の技術的課題を解決することで、□□及び△△を実現し、(生産性を＊%向上、加工精度を1/＊)を達成する革新的な取組である。
[１２分野の技術との関係性] 

　(15) １２分野の技術との関係性
例文
　本事業は、○○の技術的課題を解決することで、□□及び△△を実現する。この○○は中小企業の特定ものづくり基盤技術の高度化に関する指針１２分野のうち、「＊＊」に該当する。
[主な工程ごとのスケジュール] 

(30) 事業実施のスケジュール
	取組内容
	実施者
(自社+他社)
	実施時期

	
	
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月

	例　○○旋盤の選定

	生産技術部　＊＊
□□株式会社
	
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊＊＊
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊＊＊
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　補助事業実施期間　交付決定日より○ヵ月間を予定
[その具体的な取組内容]

　(29) 具体的な取組内容
記入例
1. ○○旋盤の選定
例文　生産技術部　＊＊は、○○を達成する□□の機能を持つ○○旋盤を□□株式会社と打合せして選定する。
2. ＊＊＊
3. ＊＊＊
上記の「主な工程ごとのスケジュールの表」の内容を簡潔に記載。番号は「主な工程ごとのスケジュールの表」と同じ番号にする。
【当社の最近の財務状況と資金調達の見込み】
　(31) 当社の最近の財務状況と資金調達の見込み
例文
当社の直近の決算状況は以下のとおりである。
平成○○年〇月期が、売上高の○○千円、経常利益○○千円、当期利益○○千円
平成○○年〇月期が、売上高の○○千円、経常利益○○千円、当期利益○○千円
(赤字の場合、赤字の原因を記載し、その原因は対策されており今後経営は改善されることを簡潔に説明する)
本事業に必要な資金は、自己負担分、補助金相当額とも融資により調達する。融資については○○銀行○○支店より快諾を得ている。
[専門家の活用]
(32) 専門家の活用
例文
本事業において、材料○○を□□の条件で加工する際に、加工条件の設定や加工速度向上の助言のため、○○会社OBの△△氏の協力を受ける。設備導入後のテストカットにのべ10日間立ち合い、当社生産技術部＊＊と共同で条件設定と加工後の形状評価を行う。費用は1日3万円、合計30万円を予定している。(専門家謝金の金額は、公募要領に規定があるので注意)

製品の写真など





設備の写真





技能検定などの資格があれば記入
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